
田口亮太の

グリップを握った時のフィット感はとても大

事。1ミリ単位、1グラム単位で意識はしてい

て、さまざまな握り心地と重さを試しましたが

『ハガキ』が一番フィットした。

【グリップのカスタム方法】

①素のグリップを剥がします。

②グリップの8面体に合わせてハガキを長方形

に切って両面テープで貼り付けます。

③その上から素グリップを引っ張って伸しなが

ら貼り付けます。

④その上に通常のグリップテープを巻きます。

グリップのカスタムとフレームのカスタムの調合が良

い作品ができた際、ラケットを【持ったとき】の重量

感は感じますが、握り心地が完璧なラケットを【振っ

たとき】は力が入れやすいのでラケットの重たさを感

じさせない感覚でボールを触ると狙いのコースへ自動

で飛んで行ってくれるようなラケットに仕上がりま

す。
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【ラケットトップの調整】

①ラケットフレームはグロメットキャップを一度剥がしその

中にバランサーを自分の合うようにカットして貼り付ける。

②バランサー貼り付けたあとにもう一度グロメットキャップ

をはめ込みラケットトップのバランス取りは完成。

【ラケットサイドフレーム調整】

フレームサイドのおもりバランスの調整は左右のフレームに

バランサーを左右対象に貼り付ける。

重さなどはの量配合は、筋力、握力の仕上がり、練習量、体

調などによって変化させている。何度か打ちながら自分に合

ったバランスを探る。

3本のラケットを色んなバランスを貼ったのを試して行く。

3本の中からさらに一本に絞って、そこから5㎜単位で合う

ポジションを探る。この作業に1週間くらいはかかる。

球演技とは

テニスは【球技】であ

り【演技】であるとい

う意味。田口の造語。
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音速と光速の速度の差をご存知だろうか？イメ

ージ的にはどちらも対象物へ速く伝達してくよ

うな気がしますが、光速の方がなんと88万倍も

速いのです。天文学的な差があるとはと言った

感じですね。あくまでも僕の考えと感覚です

が、

 【耳で聞く】→アドバイスや説明を聞く

 【目で見る】→見て受けて体感する

音速と光速の差のように、目と耳では理解速度

に大きな差があると感じています。目で見る方

が断然に速いのではないかと思ってます。（あ

くまでも自分の感想です。）

私は練習の質と量が共に充実してれば『自分を信じる気持

ち』はチャージできます。ある意味『やれてるぞ！だから

勝てるぞ！』て洗脳能力も絶対に必要ですよ。皆さんは何

で自信をつけてるでしょう？

あと、勝つ選手になれるかの共通点でもう一つ。『考え方

の軸』がぶれない。自信があるからこそ、これでいけると

思うからこそ自分の道を歩き通せます。

もし調子が悪いやらや、自信がないやら、立ち止まるよう

なシチュエーションになったらだけど、あれこれ考えこむ

前に練習に没頭する！一番自分を取り戻す近道！！マイナ

スに考えたって何も始まらないし、自分を受け止めて走れ

ば精神的にもタフになり『悪いなりできてるんだから大丈

夫だ！』て自信がつき試合でも乗りきれるはず。苦しかっ

たら必死につっ走ってみな！！新しい自分が待ってるよ。
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上達を早くする方法

勝つために必要なこと

目で見て感じ取れずそれでも補え無いものを、説明とアドバイス

をブレンドしてが一番ベストですね！

聞いたことをその通りにやろうとすると、言葉が頭の中にいろん

な説明が駆け巡り、パニック状態のような動作になったりするけ

ど、見たものを真似してみたら以外にできてしまったりなんてこ

とありますよね。

田口亮太の
読むテニス

LIVEは肌で感じる感動があり、心が

動くから変わるチャンスが増える。

今後も、実際に打ち合ったり、レクチ

ャーを見て頂いてそこに言葉も添えて

伝えていきたいです。

本当に満足する試合ができている時はボールが来て体が自

然に反応してくれる。考えて動く前に、体の方が先に動く

時はzoneに入れているし結果的に勝つ状態になってます。

勝つ事って難しく考えれば難しいし、簡単に考えれば簡単

だと思います。実力の半分は、自分の事を本気で信じてる

かどうか。それができれば限りない可能性はでてくること

でしょう。
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『慣れ』は非常に怖いと感じています。人は毎日同じ事

を繰り返していると、『環境のありがたさ』『人への感

謝の気持ち』を忘れてしまいがちです。心当たりはあり

ませんか？

何かでトップに立つ感覚の持ち主(最低でも日本のトップ

選手)はこの毎日の環境に感謝をし毎日同じ事の繰り返し

に気持ちに揺ぎなく取り組む事ができる。なぜできる

か？簡単な話です。

『本気だからです』

成功しない人程『技術がない！』『環境ない！』『能力

がない！』など否定的に考え、何かに頼ろうとする。何

かのせいにするのではなく工夫をしてやり抜く気持ちの

問題で『自分の力で解決する』気持ちを作っていく事が

テニスの調子が悪い時、

『 楽 し む チ ャ ン ス が き

た！』と考えます。良くな

い状況から立ち直れれば、

次回崩れた時に自力で直せ

る自信になりメンタルがタ

フになります。トップにな

るには『敏感に物事を察知

できる事』が必要です。

考える時間を奪われる中でも次への準備に気持ちを執

着させて反射的に身体が動くように鬼出しトレーニン

グ。極論、動くしかないので動くようになる。考え方

は動くか、動かないかのニ択ではない！

動くしかないの一択‼️

一択しかないので自分を越えるしかないし、やるしか

ないので無意識に動けるに変わる。

内面的な限界点を引き伸ばしをしてから技術的なこと

しないとプレーが小さくまとまってしまいます。まず

ハートを熱く鍛えることは大前提です。『目の前のテ

クニックよりまずハートを鍛えよ！』

勝つ人になるために

動くしかないテニスの調子が悪い時

最優先！それができて初めて次のステージに行ける。この気持ちがか

けてる人に成功はないです。

毎朝、朝練、またはランニングやテニスの為につながるトレーニン

グ。やりきってるって本気で言えますか？行なったとしてもそれは形

だけの練習またはトレーニングではないですか？毎日の課題克服の為

の練習取組み姿勢は本気ですか？練習の前は必ずアップは入念にして

ると本当に言いきれますか？自分の課題や目標を自信持って言えます

か？『練習』に入る前は試合に入る気持ちと全く同じですか？？まだ

まだたくさん項目はあります…。

『本気』はとにかく違います。本気で

あれば住んでる地域を問わずにそこか

らトップになれると信じてます。絶対

自分から逃げないで、自分自身をもう

一度ジュニア、ご両親共に見つめ直し

てみてください。『本気』なら一緒に

戦いましょう！！！！
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田口亮太の
読むテニス

テクニックよりハート
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